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巻頭言  
報告書の発刊にあたって 

 

高知県立清水高等学校 田中 修一 

  

令和 4 年度、本事業への参加において、本校が文部科学省に提出した計画書の「事業の目的」

に次のような一節が記されています。 

「清水高等学校は、土佐清水市唯一の高等学校であり、地域にとっても地域の振興や人づく

りのためになくてはならない地域の最高学府として位置付けられており、土佐清水市の課題を

解決していくために、グローバルな視点に立って新しいことにチャレンジし、劇的な変化を生

み出すことができる人材を育成することを期待されている。このことは、同校が地域の最高学

府として、少子化が進む同市において、地域の子どもたちを、地域において新たな価値を創造

する人材に育成する責任を背負っているということに他ならない。」 

本校の振興を図ることは、地域活性化の一翼を担うことになり、地域にとって希望の象徴であ

る「若者」の活躍と成長を何としても果たし、将来の地域を担う人材を育成しなければならない

強い決意のもと出発しました。 

「学際領域」学科の設置を目指した背景には、土佐清水市の優れた環境が大きく影響していま

す。言うまでもなく、雄大で豊かな自然をたたえている土佐清水の地形的、環境的な魅力やそこ

に暮らす人々の暮らし、歴史、文化、とりわけ、幕末から維新にかけて広く世界を見渡し、高い

志を掲げた中浜万次郎、通称ジョン万次郎の生誕地として彼の生き方や考え方を直接学ぶことが

できることなど、潤沢な教育資源を有する地域であることで、我々は特色あるカリキュラムを開

発するうえでは大変恩恵を受けました。一方、近年の少子高齢化による地域の活力減退を目の当

たりにし、これからの故郷をどのように考えるか、抜き差しならない状況を高校生が真剣に考え、

行動することも大変有意義であると考えました。まさに「社会に開かれた教育課程」を実現する

カリキュラムづくりに専心した３年間であったと言えます。 

この間に、高知県教育委員会、土佐清水市役所、高知大学、高知工科大学、土佐清水ジオパー

ク推進協議会、リクルート、キャリアリンク等のコンソーシアムの皆様、さらに運営指導委員の

皆様には多大なるご支援をいただき、我々の背中をずっと押し続けていただきました。また、無

理なお願いでしたが快諾いただき、常に学校の考え、取組について理解し、伴走いただいた２名

のコーディネーターの方々にも心より感謝申し上げます。 

高知県内ではまだ誰も経験していない「普通科改革」における学科改編に果敢に挑戦し、全力

で取り組んでこられたのは、何よりも本校の教職員の熱意と努力があったことに尽きると思いま

す。新しい時代にふさわしい清水高生の姿、そしてそれを実現させるためのカリキュラムとはど

のようなものか、議論を重ねた結果が今日につながっていると思います。 

今後は、自分たちで創出したカリキュラムを実際に運営しながら、さらに改善の営みをしてい

くことが必要です。どうか、多くの方々にご協力をいただき、変わらぬご支援をいただくことが

できればありがたく思います。 

これまで本研究に対して関わっていただいたすべての方々にあらためて謝意を申し上げ、巻頭

のご挨拶とさせていただきます。 

令和７年３月 吉日 
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Ⅱ 本校の概要 
 

１ 所在地 〒787-0336 高知県土佐清水市加久見８９３－１ （令和７年３月まで） 

      〒787-0330 高知県土佐清水市清水ヶ丘２６－２２（令和７年４月から） 

 

２ 学校の基本理念 

（１）校訓  「自由」「平等」「博愛」「寛容」 

（２）教育目標  

    地域の未来を担う人材の育成 

     ～地域にとってかけがえのない高等学校としての役割を果たす～ 

（３）目指す学校像 

     生徒一人一人が確実に成長できる教育活動を展開し、地域や保護者からの信頼を得る

ことで、生徒及び教職員が自信と誇りを持てる学校 

（４）目指す生徒像 

①「確かな学力」 

     習得した知識及び技能を課題解決のために活用する思考力・判断力・表現力を身に付

けることで、生涯にわたって学び続ける資質・能力が備わった生徒 

②「人間力の涵養」 

     困難な状況に置かれても、的確に状況を分析し、解決に向けて最後まで前向きに、粘

り強く取り組もうとする生徒 

③「社会性の育成」 

     他者と協働し、さまざまな課題を解決しようとすることで、地域社会の構成員として

の自覚と責任を持ち、地域に貢献しようとする生徒 

（５）目指す教師像 

① 生徒の能動的な学びを促す授業づくりができる教師 

② 生徒の自立をしっかりと支えることができる教師 

③ 生徒、保護者、地域としっかりとコミュニケーションをとり、協働できる教師 

④ 学校内外の教育に広く関心を持ち、常に学ぶ姿勢と向上心を持っている教師 

（６）学校経営方針 

第４期高知県教育振興基本計画に基づき、学校の教育活動を通して、探究力と国際感

覚を身に付け、地域や社会に対して積極的に貢献しようとする強い意志と思いやりの心

を持った人材を育成する 

（７）重点的な取組（全日制） 

① 思考力・判断力・表現力の育成 

② 社会性の育成 

③ 基本的な生活習慣の確立 

④ 地域及び連携型中高一貫教育の推進 

⑤ 生徒理解・生徒支援の充実 

⑥ 国際理解教育の推進 

（８）生徒数（全日制） 

   111名（１年：42名、２年：21名、３年：48名） 

  
  
  
  
  
  
  

− 2−



2 
 

Ⅱ 本校の概要 
 

１ 所在地 〒787-0336 高知県土佐清水市加久見８９３－１ （令和７年３月まで） 

      〒787-0330 高知県土佐清水市清水ヶ丘２６－２２（令和７年４月から） 

 

２ 学校の基本理念 

（１）校訓  「自由」「平等」「博愛」「寛容」 

（２）教育目標  

    地域の未来を担う人材の育成 

     ～地域にとってかけがえのない高等学校としての役割を果たす～ 

（３）目指す学校像 

     生徒一人一人が確実に成長できる教育活動を展開し、地域や保護者からの信頼を得る

ことで、生徒及び教職員が自信と誇りを持てる学校 

（４）目指す生徒像 

①「確かな学力」 

     習得した知識及び技能を課題解決のために活用する思考力・判断力・表現力を身に付

けることで、生涯にわたって学び続ける資質・能力が備わった生徒 

②「人間力の涵養」 

     困難な状況に置かれても、的確に状況を分析し、解決に向けて最後まで前向きに、粘

り強く取り組もうとする生徒 

③「社会性の育成」 

     他者と協働し、さまざまな課題を解決しようとすることで、地域社会の構成員として

の自覚と責任を持ち、地域に貢献しようとする生徒 

（５）目指す教師像 

① 生徒の能動的な学びを促す授業づくりができる教師 

② 生徒の自立をしっかりと支えることができる教師 

③ 生徒、保護者、地域としっかりとコミュニケーションをとり、協働できる教師 

④ 学校内外の教育に広く関心を持ち、常に学ぶ姿勢と向上心を持っている教師 

（６）学校経営方針 

第４期高知県教育振興基本計画に基づき、学校の教育活動を通して、探究力と国際感

覚を身に付け、地域や社会に対して積極的に貢献しようとする強い意志と思いやりの心

を持った人材を育成する 

（７）重点的な取組（全日制） 

① 思考力・判断力・表現力の育成 

② 社会性の育成 

③ 基本的な生活習慣の確立 

④ 地域及び連携型中高一貫教育の推進 

⑤ 生徒理解・生徒支援の充実 

⑥ 国際理解教育の推進 

（８）生徒数（全日制） 

   111名（１年：42名、２年：21名、３年：48名） 
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ⅢⅢ  令令和和６６年年度度  事事業業のの概概要要 
 
１ 事業の実績  

（１）カリキュラムの検討内容   

「21世紀のジョン・マン ”Think Globally, Act Locally”」をカリキュラム開発のメイ

ン・コンセプトに設定した。「①自然科学、社会科学、人文科学の各分野について、横断的に

学び、専門性にとらわれない柔軟な思考を身に付けることができる」、「②課題や目的を自ら

設定し、国際的な視野で問題を解決しようとする態度を身に付けることができる」、「③多様

な他者と協働して新たな価値を創造する力を身に付けることができる」、この３つの力を身に

付けた人材育成を目的としたカリキュラム開発に向けて検討を行った。 

このカリキュラム開発については「特定の分野に偏らない学びを実現させるため、文理融

合した教科等横断的なカリキュラムを開発すること」、「最先端の科学を学ぶため、自然科学・

社会科学・人文科学等の分野について、大学、研究機関、官公庁、民間企業等と連携するこ

と」、「国際的な視野を身に付けさせるため、英語教育を充実し、国際交流を促進すること」、

「コンソーシアムと連携し、学校内外が一体化した教育活動を行うことで、社会に開かれた

教育課程を実現すること」の４点を目標として取り組むこととした。具体的な取組の内容と

しては以下のとおりである。 

  

取組① カリキュラム開発事業  

ア 新たな校務分掌による推進体制の構築（実践報告Ⅰ参照）  

本年度新たに新学科設立に向けた具体的なカリキュラム開発のために、総合企画部

を新設し、学校設定教科・科目「清水学際」について、具体的なカリキュラム開発を行

った。開発については、総合企画部を中心とした学校設定教科・科目ワーキンググル

ープ（以下、「WG」という。）を構築した。WGでは３年間を見通した年間指導計画及び

評価の観点や評価方法について開発を行った。 

   イ コンソーシアムとの連携（実践報告Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅷ参照） 

   ウ 高大連携事業（実践報告Ⅵ、Ⅷ参照） 

      

取組② 地域連携事業 

ア 地域連携コーディネーターと協働し、地域とつながる総合的な探究の時間のカリキュ 

ラム開発（実践報告Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ参照） 

 

イ 土佐清水リゾート合同会社 TheMana Villageとの連携強化 

学校運営協議会委員である「TheMana Village」の小泉貴裕氏には、学校振興につい

ての助言をいただき、地域連携の核を担っていただいている。 

総合的な探究の時間に、昨年度から地元食材を活用したお菓子作りについてという

テーマで取り組んでいる生徒がいるが、その生徒が考案したスイーツをホテル内のイ

タリアンレストランのメニューに追加していただいた。また、令和７年３月 15日（土）

に行われるホテルのリニューアルオープン３周年記念イベントには部活動が複数参加

し、部活動での取組を披露する予定である。３年生の就職内定者もおり、進路保障に

もつながっている。本年度は、新たにホテルの担当者を地域学校協働推進員に委嘱し

て連携強化を図った。 

 

ウ 土佐清水市との連携強化 

土佐清水市では市の未来を創造する人材を育成し、土佐清水市の活性化を図るため

に、土佐清水市地域コンソーシアムを設置している。その一環として、土佐清水市の

教育の魅力化推進コーディネーターを中心に、小中高 12年間を通して「ジョン万スピ

リットを継承する人材育成」を目指したプログラム開発を行っている。総合的な探究

の時間を軸とし、小中高切れ目のない教育を目指して各校の担当者が協働し、プログ

ラム実施に向けた取組を検討していくことが今後の課題である。 
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取組③ 中高一貫教育事業 

ア 校舎移転後を見据えた中高連携の在り方を協議 

土佐清水市連携型中高一貫教育推進協議会を組織し、校舎移転後を見据えた中高連

携の目指すべき方向性を協議した。そこでは、学力向上を図り、キャリア教育の推進

を目指すため、中高交流授業の実施や、授業改善に向けて中高の教員が教材研究や指

導方法について協議する場を設け、①公開授業を通して相互理解を深めること、②中

高６年間を見通したキャリア教育を推進するために、各種検定等の資格取得に向けた

支援等を行うこと、③部活動や学校交流の活性化を図り、地域に貢献していくために、

学校行事への参加や生徒会活動への積極参加・部活動の交流など、地域交流を推進す

ることについて検討した。令和６年４月４日（木）には中高合同職員会議を開催し、

施設設備及び中高学校運営等について合同で協議した。また、中学校および高等学校

の管理職等による月１回の定例会議を開催し、移転に関わる懸案事項の整理を行った。

管理職等による定例会議の実施によってお互いの現状と課題を理解することにつなが

ったものの、管理職以外の教職員の相互理解を深めるための方策を検討・実施してい

く必要がある。 

 

イ 高校説明会の実施（在校生・卒業生の参加） 

令和６年４月から６月に、本校校長が土佐清水市内の小学校、清水中学校及び近隣

中学校主催の高校説明会や PTA 総会に参加した。また、清水中学校においては、令和

６年 10 月 23 日（水）の文化祭や 12月 20日（金）の２、３年生進路ロングホームで、

本校在校生や卒業生が本校の取組や魅力について説明した。 

また、令和６年 10月１日（火）には中学生１日体験入学を実施し、生徒会執行部に

よる学校説明や教科横断型授業体験をとおして本校の魅力ある取組について紹介した。

高校の取組や新学科の特色などを知ってもらう機会となった。ホームページの更新頻

度は高いが、清水高校生の日常の様子を知ってもらうためには、SNS等の活用を検討す

る必要がある。 

 

ウ 部活動・学校行事の連携 

部活動においては、清水中学校と合同練習や合同発表を開催し、互いに技術の向上

を目指しつつ交流を深めている。本年度新たに発足した硬式テニス部は、地域連携お

よび部活動指導員を効果的に活用でき、全国選抜高校テニス大会四国地区大会に進出

することができた。部活動での合同練習は高校の魅力発信につながっている。 

 

エ 相互の授業参観 

本校 PTA 総会におけるジョン万次郎の生き方をテーマとしたキャリア講演会や各学

期に実施する授業参観は、本校教育活動の理解を深める機会になった。また、高知の

魅力発信グローバル人材育成事業における合同授業研究会が、清水小学校、清水中学

校、清水高校で実施され、小中高の学びのつながりを意識した授業研究となった。 

 

オ 土佐清水市校長会への参加 

昨年に引き続き、本校校長が土佐清水市校長会に参加したことで、小中高の連携を

意識した教育について協議する機会を設けることができ、清水高校の現状や今後の取

組について情報共有することできた。土佐清水市地域コンソーシアムが目的としてい

る「土佐清水市の未来を創造する人材を育成し、土佐清水市の活性化を図る」ことに

ついて、学校長間で密に連絡を取り合うことで、小中高間の連携が強化されると考え

る。 

 

取組④ グローバル教育（実践報告Ⅵ参照） 

取組⑤ 先進校視察（実践報告Ⅹ参照） 

取組⑥ 県外高等学校との連携（実践報告Ⅷ参照） 
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（２）管理機関による事業の実施体制や管理方法  
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された計画や教育課程についても、高知県教育委員会および清水高等学校で検証及び修

正を行うものとする。 
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業の修正及び再構築に生かすよう協議した。 

また大学や研究機関との連携を行う場合は、それぞれの取組について検討委員が 

窓口となり、各機関と協働的な研究を推進する体制を整備した。 

事業の成果と課題については、高校魅力化評価システムにおける必要項目につい

て指標を設定し、検証の材料とした。 

 

 

 

 

− 5−



6 
 

（４）運営委員会の体制および取組 

ア 体制 

所属 氏名 主な実績 

関西学院大学 

教育学部 

准教授 

岩坂 二規 

自然保護から環境教育・ESD・SDGsのための教育と科学

研究の発展を目的とする SDGs・生物多様性研究センタ

ーのセンター長。また、アメリカ研究における学際研究

の手法を現代的なテーマに広く用いて、開発教育、グロ

ーバル教育などの分野に応用しながら、教育の課題に

ついて研究を行っている。 

高知県公立大学 

法人 

理事長 

伊藤 博明 

高知県教育委員会前教育長。学校の組織力を高めなが

ら、教員同士がチームを組んで主体的に学び合う「チー

ム学校」を推進。また、地域との連携・協働やデジタル

社会に向けた教育にも力を入れている。 

高知大学 

地域協働学部 

准教授 

石筒 覚 

    ※ 

専門分野は、経済地理学・マレーシア経済論。高知県に

おける地域と協働したサービスラーニングの開発につ

いて研究を行っている。 

土佐清水市 

教育長 
斧川 哲也 土佐清水市教育行政関係者 

高知県教育長 長岡 幹泰 管理機関 

※ 近森憲助氏の退任により、石筒覚委員が就任 

イ 内容 

（ア） 第１回運営指導委員会での協議内容等 

a 日 時：令和６年８月６日（火）13:30～15:30                                  

b 場 所：高知県立清水高等学校 会議室 

c 出席者： 

     （運営指導委員）  

       岩坂二規委員、伊藤博明委員、石筒覚委員、斧川哲也委員 

（学校） 

校長 田中修一、教頭 上岡正紀、 主幹教諭 南友博 

教諭 山﨑大、小島大知、森摂子、金井美穂、﨑山沙耶香、武政亮二、境竜也 

坂本亮、深原大誠 

国際教育コーディネーター 谷 富貴 

地域連携コーディネーター  二宮真弓 

土佐清水市教育の魅力化推進コーディネーター 岡村相良 

（高等学校振興課） 

       課長補佐 大石佳代、指導主事 小島由峰子 

ｄ 協議内容 

【協議題】「地域から世界を見渡すにはどのような視点・取組が効果的か」 

（委員からの助言） 

・土佐清水市のこれからの活性化・発展に向けては、清水高校の魅力化は必須条

件だと考えている。 

・学校設定教科・科目「清水学際」の内容検討を進める中で、教員が担当する教

科との関連性、また担当科目へのフィードバックの体制が分かりづらい。将来

的に、チーム・ティーチング的に複数の教員でチームを構成することが前提で

あると考えてよいか。 

・各担当教員が集結し、学際の部分の教科研究会的なものに、しっかりと取り組

む必要があるのではないか。清水学際と総合的な探究の時間を含めた配置につ

いて、総合的な探究の時間は外部機関と連携した個人探究とのことだが、現時

点での具体的なイメージは決まっているか。 

・INPUT が清水学際で、OUTPUT が総合的な探究の時間として、そこの関連性につ
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的に、チーム・ティーチング的に複数の教員でチームを構成することが前提で
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・各担当教員が集結し、学際の部分の教科研究会的なものに、しっかりと取り組

む必要があるのではないか。清水学際と総合的な探究の時間を含めた配置につ

いて、総合的な探究の時間は外部機関と連携した個人探究とのことだが、現時

点での具体的なイメージは決まっているか。 

・INPUT が清水学際で、OUTPUT が総合的な探究の時間として、そこの関連性につ
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いては、このような形で進めたいというイメージはあるか。 

・テーマの設定は、生徒たちが教員にリクエストし、学校ができることを共に考

え、巻き込み、参画できるような清水学際Ⅲの位置づけになると素晴らしいと

思った。 

・協議題について、この『地域から世界を見渡すにはどのような視点で取り組め

ば効果的か』という、その設定の理由と協議のポイントを見てみると、清水学

際と総合的な探究の時間との枠組みや関連性が、協議題とも大きく関連してく

るのではないか。 

・生徒の「また地域の学習か」という反応について、小中学校での経験をプラス

に活かせる部分と、次にどうつなげるのかを考える必要がある。産業と行政の

問題を自分事として取り組む可能性はある。清水学際Ⅰでは『人』がテーマと

なっており、その『人』を主に、産業・行政において、人との関わりを上手く作

り出すと糸口はあるのかなと思う。 

・小中学校の学び方がどうであったのかということを把握しておくことは必要。

また『人』とのつながりも重要。 

・小学校数は少ないが、校区の地域性がそれぞれあり、各学校独自の地域学習を

行っている。12年間で小中高が連携し、小学校で「知る」、中学校で「考える」、

高校で「動く」という一つの流れが提示され、今年度から流れに沿った学習ス

タイルに取り組んでいる。 

・清水高校の３年間を出口とし、清水市内の小中学校はそこに合わせて 12年間で

の学びにしようと、既にスタートしている。人とのつながりを活かすというこ

とが必要。 

・高校では社会の役に立つであるとか、目的意識がもてるような取り組みが必要。

社会とのつながりや自分の位置づけなどを出していくことが必要。 

・自分自身が学んだことや学習したことが、後へどのようにつながり、広がって

いくのか、社会と自分とのつながりや自分の位置づけが、主体的に取り組むこ

とへつながるのではないかと感じた。 

・これまでで一番内容的に整理された分かりやすいシステムができたと思ってい

るが、生徒に対しては、こういう力を身に付け、こういう人になって欲しいと

いう思いを与え過ぎている感じがする。遠いところの問題から入る視点は、是

非今後増やしてみてほしい。 

・自分と違う考え方や、自分が育った環境とは違うものを知り、そういうことか

ら何らかの関係を構築していくことが国際理解教育である。最終的には行動に

出てこそ初めて、資質や能力が身に付いたと言える。行動に出てこそ、初めて

評価されるべきであるというところを大事にしたい。 

・外部の方など先生とは別の人の話を聞くことは、小・中学校でそれはできてい

るのかなと考えていたが、高校の授業の中でも継続的に作る必要性があるの

か？ 

・進学や就職において、国際社会まで含めたグローバルな社会を考えると、１年

生の時に自己理解をさせることが必要。ただ、人との関わりを増やすと教員の

負担が確実に増える。バランスをどのようにとるかという問題はある。 

・英語のカリキュラムでは、１年生では自分や地域を知り、２年生では自分の住

んでいる国のことを知り、３年生では国際社会を意識するという学習過程に取

り組むことで、表現する力がついていくのではないか。 

・考え方が非常によく練られ、まとまってきていると思う。取り組みの中で出て

くる様々な気付きを、その都度取り組みに活かせるとよいと思う。本質や本来

の目的・原因は何か、それを突き止めることが、全ての解決方法につながって

いく。学生の興味をしっかりと担保しながら、「なぜ」を大切にすることが大事。 

・大事だと思うのは、生徒と教員が共に学び合うことが、この学際の面白さでも

ある。そこに出てくる新しい発見や地域の面白さを共有できるような場がある

と、面白くなるのではないか。 
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・育成する資質に、新たな価値を創造する力を入れているからには、生徒が出し

てくる新しいもの、こちらが与えようとしていなかったものを、大事にできる

ような形がいいのではないか。 

・１年生の清水学際をいかに面白くするか。INPUTで全て取り組んでしまうと、こ

こでつまずくのではないのか。１年生も清水学際は INPUT・OUTPUT を上手く組

み合わせ、面白く取り組める形が一番主体的な活動につながっていくのではな

いかと感じた。最後に大人が考えたものを設定しても、なかなか探究的・主体

的な学びにはつながらない。小・中学校での学ばせ方が「また地域か」と思わ

せている可能性もある。高校１年生で再度「学ぶこと」は面白いのだというよ

うな、１年の清水学際を目指して取り組めば、より深まり広がっていくのでは

ないのかと感じた。 

 

（イ） 第２回運営指導委員会での協議内容等 

a 日  時：令和７年１月 30日（木）13:30～15:30                                   

b 場  所：高知県立清水高等学校 視聴覚室 

c 出席者： 

（運営指導委員）  

岩坂二規委員、石筒覚委員、斧川哲也委員 

（学校） 

校長 田中修一、教頭 上岡正紀、事務長 岡本直也 

主幹教諭 南友博、教諭 金井美穂、小島大和、森摂子、﨑山沙耶香、武政亮二 

境竜也、坂本亮、氏次礼 

国際教育コーディネーター 谷 富貴 

地域連携コーディネーター 二宮真弓 

土佐清水市教育の魅力化推進コーディネーター 岡村相良 

（高等学校振興課） 

課長 野田健一、課長補佐 大石佳代、チーフ 中越啓介 

指導主事 小島由峰子 

d 協議内容 

【協議題】「「未来共創科」における特色ある学び（学際カリキュラム）を成長させて

いくための仕組みをどのように作ればよいか」 

（委員からの助言） 

・清水学際、総合的な探究の時間だけでなく他教科との関連づけをどのように行

なっていくかポイントになる。 

・教員は県外交流やイベントなど新たな取組が行われていることへの負担感をど

のように感じているか、また生徒にとって情報過多になっていないか。 

・清水学際の内容を先行実施しているが、教員は成果と課題についてどのように

受け止めているか。清水学際Ⅰの年間計画はイメージされているか。 

・協議題の「未来共創科を成長させていくため」とは、学科をどのように成長させ

ていくのか、あるいは特色ある学びを行なっていく中で生徒の成長を促す仕組

みづくりを指しているのか。 

・土佐清水にはジオや地形、防災、漁業、産業振興、ジョン万次郎、高齢化・観光

などテーマ・課題が豊富にある。それぞれが教科横断的に関連付けできる内容を

含んでいる。それらをどのように教材として整理し１年生のベースにしていく

か、生徒の関心にあわせて２年次以降に徐々に広げていく方向性が良いのでは

ないか。１年次には地域との関わりを多く持つことが重要になる。 

・３年間の取組の結果を参考にして、清水高校の理念と合致する地域の関係機関

や卒業生等と連携し組織化できれば良いのではないか。 

・活動内容を全てカリキュラム内で行なわなくても良いのではないか。地域活動

の一環として取り組んではどうか。 

・これまでの取組の成果を評価し、継続的な取組としていく事が重要である。 
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いくための仕組みをどのように作ればよいか」 

（委員からの助言） 

・清水学際、総合的な探究の時間だけでなく他教科との関連づけをどのように行

なっていくかポイントになる。 

・教員は県外交流やイベントなど新たな取組が行われていることへの負担感をど

のように感じているか、また生徒にとって情報過多になっていないか。 
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などテーマ・課題が豊富にある。それぞれが教科横断的に関連付けできる内容を

含んでいる。それらをどのように教材として整理し１年生のベースにしていく

か、生徒の関心にあわせて２年次以降に徐々に広げていく方向性が良いのでは

ないか。１年次には地域との関わりを多く持つことが重要になる。 

・３年間の取組の結果を参考にして、清水高校の理念と合致する地域の関係機関

や卒業生等と連携し組織化できれば良いのではないか。 

・活動内容を全てカリキュラム内で行なわなくても良いのではないか。地域活動

の一環として取り組んではどうか。 

・これまでの取組の成果を評価し、継続的な取組としていく事が重要である。 
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・ワーキンググループ等の活動をマンネリ化しないよう工夫していくことが大事

である。教員の研修として位置づけ、成果・実績としての積み上げになればよい。 

・生徒の変容をどのように評価していくか重要となる。教員も一緒に楽しんで活

動していくことが大事なるのではないか。 

・カリキュラム外の活動が生徒のエージェンシーを育む重要な場所になるのでは

ないか。 

・地域との関連した活動から高知県外や世界を意識した内容を構築していけたら

良いのではないか。 

・土佐清水市では、令和４年度から小中高一貫で探究と外国語の２本柱とした教

育活動を展開している。清水高校の目指す人材像「21 世紀のジョン万次郎」を

イメージした小中学校の具体的な取組を構築している。 

・次年度以降につながるような実体験を積み重ねていく事が仕組みづくりにとっ

て重要である。やりたい事を、知恵を出し合って定期的に検証していくことが大

事ではないか。 

・教員にとっても新しい取組ができる良い機会ではないか。 

・地域の関係機関と連携し、地域の資源や特色などを活かした学びとして教育課

程にしっかりと落とし込まれ、成果が期待できる姿が出来上がっていると感じ

ている。 

・効果的な取り組みのためには、学際カリキュラムをどんどん高度化・充実化させ

ていくというより、現在の内容についてしっかり PDCAサイクルを回して、成果

や反省を踏まえて改善を検討していく方法が効果的でかつ持続性があると考え

る。 

・清水高校の特色（強み）である地元小中高 12年を通した人材育成のカリキュラ

ムの構築の推進に向けては、大変重要な視点である。清水高校を含め土佐清水市

の教育全体の中で検討を進められたらと考える。 

・取組みを継続し、進化させていくためには、教職員をはじめとする関係者がこの

取組みの目的や意義を理解し、「熱意」を持って取り組んでいくことが重要であ

る。 

・PDCA サイクルを回していくためには、KPIの設定が大変重要になる。現在は、生

徒に対するアンケート結果を KPI としているが、客観性が弱く、課題の洗い出

しに活用しにくい。定量的な KPIをいくつか設定することを検討してはどうか。 

・進路指導のスケジュールと教育課程とを連動させることで、更に生徒にとって

有意義な取組みになるのではないか。 

・探究論文は様々なテーマについて、良くまとめられている。論文を作成すること

のねらいを再確認し、そのねらいが達成できているか検証し、より目的を達成す

るためには何が必要だったのかを検証していただきたい。 
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（５）コンソーシアムの体制および取組 

ア 体制 

所属 氏名 主な実績 

高知工科大学事務局役

識者企画監 
福田 直史 

高校生に対して高知工科大学で実践されてい

る最先端の研究を分かりやすく説明。 

高知大学 

地域協働学部講師 
今城 逸雄 

大学において地域をフィールドにした探究学

習を実践。 

土佐清水ジオパーク推

進協議会  

ジオパーク専門員 

土井 恵治 
南海トラフ地震の最前線地でジオパーク活動

に従事。 

リクルート 

横断人事統括室 

ヒトラボ 

福田 竹志 
「ミネルバ方式」について小中高の教職員に

研修会等を実施。 

キャリアリンク  

代表取締役 
若江 眞紀 

南あわじ市で小中一貫したコアカリキュラム

作成に従事。 

清水小学校 校長 佐竹 正史 
小学校における英語教育や SDGs の取組に従

事。 

清水中学校 校長 門田 直子 
中学校における英語教育や SDGs の取組に従

事。 

 

イ 内容 

（ア） 第１回コンソーシアム代表者会議での協議内容等 

a 日 時：令和６年９月４日（水）13:30～15:30 

b 場 所：高知県立清水高等学校 会議室 

c 出席者： 

（コンソーシアム代表委員） 

福田直史委員、今城逸雄委員、土井恵治委員、福田竹志委員 

佐竹正史委員、門田直子委員 

（学校） 

校長 田中修一、教頭 上岡正紀、事務長 岡本直也 

        主幹教諭 南友博、教諭 山﨑大、森摂子、桑田将貴 

        国際教育コーディネーター 谷 富貴 

        地域連携コーディネーター 二宮真弓 

      （高等学校振興課） 

指導主事 小島由峰子 

 

d 協議内容 

・生徒の現状の中で、物事を考える新しい視点をどう見つけるか、そういうきっ

かけを作れたらと思う。 

・ジョン万のスピーチコンテスト（英語暗唱大会）後の交流場面では、コミュニ

ケーション能力や英語活用において心配をしていたが、英語は苦手でも外国の

方と触れ合おうという意識を持つ生徒が多く、ジョン万スピリットに通じると

ころがあり嬉しかった。 

・小学校でも、国際的な垣根を考えることなくコミュニケーションを取ろうとし

ている姿が良かった。 

・生徒たちは行動する場を与えると力を発揮するということを、強く感じた。 

・「視野を広く持たせる」という言葉は、探究という割には、教え込むようなニュ

アンスが強い。「視野を広く持つ」でもいいと思う。 
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小学校における英語教育や SDGs の取組に従

事。 

清水中学校 校長 門田 直子 
中学校における英語教育や SDGs の取組に従

事。 

 

イ 内容 

（ア） 第１回コンソーシアム代表者会議での協議内容等 

a 日 時：令和６年９月４日（水）13:30～15:30 

b 場 所：高知県立清水高等学校 会議室 

c 出席者： 

（コンソーシアム代表委員） 

福田直史委員、今城逸雄委員、土井恵治委員、福田竹志委員 

佐竹正史委員、門田直子委員 

（学校） 

校長 田中修一、教頭 上岡正紀、事務長 岡本直也 

        主幹教諭 南友博、教諭 山﨑大、森摂子、桑田将貴 

        国際教育コーディネーター 谷 富貴 

        地域連携コーディネーター 二宮真弓 

      （高等学校振興課） 

指導主事 小島由峰子 

 

d 協議内容 

・生徒の現状の中で、物事を考える新しい視点をどう見つけるか、そういうきっ

かけを作れたらと思う。 

・ジョン万のスピーチコンテスト（英語暗唱大会）後の交流場面では、コミュニ

ケーション能力や英語活用において心配をしていたが、英語は苦手でも外国の

方と触れ合おうという意識を持つ生徒が多く、ジョン万スピリットに通じると

ころがあり嬉しかった。 

・小学校でも、国際的な垣根を考えることなくコミュニケーションを取ろうとし

ている姿が良かった。 

・生徒たちは行動する場を与えると力を発揮するということを、強く感じた。 

・「視野を広く持たせる」という言葉は、探究という割には、教え込むようなニュ

アンスが強い。「視野を広く持つ」でもいいと思う。 
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・「経験を積む」「何でもやってみよう」など能動的に、子どもたちへ言葉で伝え

る方がいいのではないか。 

・探究するテーマを決めるところが難しいと思う。１年次で総合的な探究の時間

を取らないのであれば、SDGsを通じて日常生活と組み合わせて考えることに力

を入れてもらえたらいいと思う。 

・学び方を学ばないで問いを立てるというのはなかなか難しいと思う。 

・問いを立てるだけではなく、「なぜならば」というところまでいけるようにした
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外国の方がいるのではないか。例えば、水族館に来た外国人に対して、その子

たちが観光ガイドするとかでもよいのではないか。 

・小学校は学び方を学ぶ。基礎を学ぶ。課題であったり、探究の課題を見つける

のは難易度が高い。小学校の段階では、教員がまずは疑問に思い、それを子ど

もたちにも気づいてほしいところを、学びの勉強に積み重ねていくという、日々
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大事。 

・清水学際では、土佐清水が抱えている課題を SDGsに絡めて整理し、解決してい

くことが重要な科目になると思う。これは土佐清水ジオパークで活動している

内容と、ほぼ一緒になる。ジオパークの関係者が全国から集まる場で、高校生

にプレゼン（発表）をさせる機会を作っているため、清水高校も参加する機会

を作ってみてはどうか。 

・教員は、日常の面白いことの中にも、実は世界とつながっているということを

問いかける意識が必要。 

・教員も地域の課題を持つという根底の中で、他にも目を向けるという取り組み
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・本質的には自己決定。「本質的な問いをどう持たせますか」ということについて

は、教えない、評価しない、自分で決めさせると考えている。 

・知らなかったことを知っていく過程で、子どもたちは主体的になると思ってい

る。失敗はあるだろうが、その中から学び取ることはあり、それが成功した時

に大きく成長するのではないかと思う。 

・ジオパークの内容をこのカリキュラムにどのように組み込めばよいか考えてい

たが、生徒たちが自ら見つけた課題に対して、どのように解決していけるか、

というスタンスで生徒たちと接していこうと思う。 
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（６）コーディネーターの配置および活動内容  

ア 体制 

国際教育コーディネーター：谷 富貴 氏 

地域連携コーディネーター：二宮 真弓 氏 

イ 活動記録（実践報告Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅶ、Ⅷ参照） 

国際教育コーディネーター及び地域連携コーディネーターの２名を配置している。

勤務については都度謝金支払いとし、活動の場は学校もしくはオンラインとしている

が、校外で実施される研修会等への参加も含んでいる。活動内容は以下のとおりであ

る。 

①大学・研究機関等における最先端の研究や、地域の関係機関と連携した地域資源を、

高校との学びとマッチングさせるコーディネート業務 

②総合的な探究の時間における、生徒への直接的な助言 

③国際交流活動が、探究的・体験的な学びとなるような協議の場の設定 

④英語教材の作成及び英語教育の担当者会における系統的な教育課程開発についての

助言 

⑤探究及び地域課題解決学習等に関わる関係機関との交渉、講師の依頼等の業務全般 

  

  

（７）新学科の設置及び配置に向けた検討状況・関係者への説明の実施状況  

ア 新学科の設置及び配置に向けた検討状況 

（ア） 総合的な探究の時間（実践報告Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ参照） 

 

（イ） 校内検討委員会 

校内検討委員会においては、総合的な探究の時間、学校設定教科・科目、国際理

解教育の検討内容の進捗を管理し、継続的な WGの活動となるように協議した。 

 

  

（８）管理機関における事業全体の成果検証、評価 

高校魅力化評価システムのアンケート結果（三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング）

を用いて「清水高校が目指す学びについての生徒の変容」について、成果検証および評

価を行った。アンケート項目及び、令和４年度から令和６年度の結果は、以下の表１の

とおりである。アンケート結果から、「主体性・協働性・探究性・社会性に関する自己認

識」の項目が全国平均を下回っていることが示唆された。今後これらを改善するために、

日々の教育活動において、正解が出たら「終わり」ではなく、「なぜ」「どうして」とい

う、常に次へつなげるための問いを授業の中で投げかけていき、継続的な思考が展開さ

れるように授業実践を通し、生徒が探究的な思考を育める環境を設定することで、自己

認識を高めていくきっかけとすることが必要である。また、地域に積極的に関わる教育

活動を通して、協働性や社会性を育むことができるよう、大学や地域の関係機関、地域

コーディネーター等と連携し、カリキュラム開発を検討していくことが課題である。 

一方で、表２に示した「地域における学習環境」においては、全国平均を上回ってい

る。これは、生徒を取り巻く教育環境が恵まれているということであり、土佐清水市の

強みであることが示唆された。本校では地域コーディネーターを配置し、地域や関係機

関との連携を担っている。このことが探究や地域課題解決学習の推進に効果的であると

思われるため、今後も地域コーディネーターと連携しながら、活動の強化を図ることを

継続していく。 
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とおりである。アンケート結果から、「主体性・協働性・探究性・社会性に関する自己認

識」の項目が全国平均を下回っていることが示唆された。今後これらを改善するために、

日々の教育活動において、正解が出たら「終わり」ではなく、「なぜ」「どうして」とい

う、常に次へつなげるための問いを授業の中で投げかけていき、継続的な思考が展開さ
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表１ 清水高校が目指す学びについての生徒の変容 ※（ ）内は全国平均との差 

 

 

表２ 地域における学習環境 

 

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

日本や世界の課題の解決方法について考える 
53.3 

（-0.2） 

57.9 

（+8.1） 

56.5 

（+7.2） 

国際社会の課題解決に貢献したい 
57.9 

（-2.4） 

48.7 

（-10.6） 

41.7 

（-13.7） 

まだ世の中にない新しい技術やサービスを生み出

してみたい 

57.0 

（-1.3） 

46.1 

（-10.4） 

44.4 

（-9.5） 

勉強したものを実際に応用してみる 
69.2 

（+0.8） 

59.2 

（-8.2） 

57.4 

（-10.2） 

現状を分析し、目的や課題を明らかにすることが

できる 

66.4 

（-6.9） 

69.7 

（-3.3） 

65.7 

（-7.3） 

私が関わることで、社会状況が変えられるかもし

れない 

53.3 

（-1.0） 

38.2 

（-11.4） 

38.9 

（-9.8） 

項 目 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

地域の魅力や資源について考える 
76.6 

（+30.4） 

73.3 

（+26.0） 

77.8 

（+29.7） 

活動、学習内容について大人（教員や地域の大

人）と話し合う 

72.9 

（+22.2） 

72.4 

（+22.8） 

56.5 

（+4.7） 

地域の課題の解決方法について考える 
73.8 

（+24.9） 

68.4 

（+22.2） 

72.2 

（+24.1） 

地域の人や課題などに直に触れる機会がある 
72.9 

（+16.0） 

75.0 

（+19.3） 

74.1 

（+15.4） 

活動、学習のまとめを発表する 
69.2 

（+0.2） 

84.2 

（+19.2） 

82.4 

（+16.7） 
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Ⅳ 実践報告Ⅰ「学校設定教科・科目 清水学際の開発」 
 

１ 学校設定教科・科目ワーキンググループについて 

   昨年度定期的に開催されたワーキンググループの定例会において「清水学際」のカリキュ

ラムの検討が行われた。本年度も継続してミーティングを開催し、「清水学際」のカリキュラ

ムの検討及び指導計画の作成等に取り組んだ。 

 

２ 内容 

（１）第 1回ワーキンググループミーティング  

〇日時：令和６年５月 28日（火）11:45〜 

    〇主な協議題 

      学校設定教科・科目の設置に向けて今年度取り組むべきこと及び担当者の割り振り

について協議した。「清水学際Ⅰ」では、７月中に指導計画を完成させ、設定教科設置

届出書及び設定科目設置届出書を県教育委員会に提出すること、また、SDGsの４領域

（「９ 産業と技術革新の基盤を作ろう（以下「産業」という。）」「10 人や国の不平

等をなくそう（以下「人権」という。）」「14 海の豊かさを守ろう（以下「海」という。）」

「15 陸の豊かさも守ろう（以下「陸」という。）」）について学習し、「11 住み続け

られるまちづくりを」は、２年次の「清水学際Ⅱ」で主に実施していくことを確認し

た。「清水学際Ⅱ」については、「〇〇プロジェクト」に取り組み、最後に要望・提案を

することや、「清水学際Ⅱ」と総合的な探究の時間の関連性について確認した。「清水

学際Ⅲ」については、「清水学際Ⅰ・Ⅱ」及び総合的な探究の時間の学習内容等をアウ

トプットする方法を学ぶことを確認した。今後、評価方法について検討していくこと

とした。 

 

（２）第２回ワーキンググループミーティング 

〇日時：令和６年６月 19日（水）16:00〜 

    〇主な協議題 

まず、学びのグランドデザインの案を確認した。来年度の１年生が３年間の学びを

イメージできるように、という視点をもって作成したこと、また、「清水学際」と総合

的な探究の時間が両輪であり、「清水学際」がインプットで総合的な探究の時間がアウ

トプットであることや、ベースには重点育成能力があることなどが分かるように作成

したことが共有された。続いて「清水学際Ⅰ」の各領域の担当者から計画について説

明があり、その内容について全体で検討した。次年度の予算計上のために、外部講師

の招へいやフィールドワークの行き先と回数などの情報が必要であることを確認した。 

 

（３）第３回ワーキンググループミーティング 

〇日時：令和６年７月 25日（木）13:30〜 

    〇主な協議題 

      前回に引き続き「清水学際Ⅰ」の各領域の計画について、追加項目や内容等の確認

を行った。特に「10 人権」について、SDGsゲームを実施したり、家庭科や保健体育

科と調整したりしながら認知症や高齢者体験など実体験を伴う活動を取り入れ、最後

はノーマライゼーションマップ作成などにつなげてはどうかという案が出された。年

間計画において何をどの順番で実施するかについても検討した。現段階では、①ガイ

ダンス（「学際とは？」）・高知大学訪問、②「10 人権」、③「９ 産業」、④「14 海」、

⑤「15 陸」、⑥まとめ・２年のプロジェクト選択、という順番とした。また、「清水学

際Ⅱ」の内容の詳細を検討していくことで 1 年次に学ばせておくべきことがより明確

になるのではないかということで、次回は「清水学際Ⅱ」の内容を検討することとし

た。 

 

 

− 14 −



14 
 

Ⅳ 実践報告Ⅰ「学校設定教科・科目 清水学際の開発」 
 

１ 学校設定教科・科目ワーキンググループについて 
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２ 内容 
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（４）第４回ワーキンググループミーティング 

〇日時：令和６年８月８日（木）13:30〜 

    〇主な協議題 

      「清水学際Ⅱ」について、４つのプロジェクト（①福祉×観光、②国際×観光、③チ

ャレンジショップ、④国立公園）の詳細案が担当者より提示され、その内容を検討し

た。また、「清水学際Ⅱ」から考える「清水学際Ⅰ」で学ばせておくべきことや、以下

の内容について提案があった。 

・問いの設定をする（年度の初めと終わりに同じ問いを投げかける） 

  ・年度末の発表会は、大きな会場で実施したい 

 ・土佐清水市中高生みらい議会の日程変更が可能かどうか、市と中学校に確認が必要

である。従来通り７から８月の開催であれば、次年度に学際Ⅱで参加するのか検討

する。 

・予算（令和８年度に向けて令和７年度の今頃には、何にどれくらい予算が必要かの

見通しが必要）や週休日の活動にあたっての教員の勤務の振替や引率を担当する人

員等も必要 

 

「清水学際Ⅰ」の各領域の計画について追加項目や内容等の確認を行い、学習内容

の時期の入れ替えを検討した。学年の早い段階で「10 人権」の「公平・公正」に関す

る内容を行うとよいのではないかという意見が出された。また、「９ 産業」の領域を

前半（データ分析）と後半（政策づくり）に分けて、前半は年度の早い段階で、後半は

年度のまとめの前に行うのはどうかという意見や、「立案・提案・交渉」の部分は、生

徒がいろいろなことを学んだ後に考えさせることで活動により取り組みやすくなるの

ではないかという意見が出され、年間計画の見直しが進んだ。 

 

（５）第５回ワーキンググループミーティング 

〇日時：令和６年８月 28日（水）16:00〜 

    〇主な協議題 

「清水学際Ⅰ」の評価方法について検討した。観点別評価や数値による評価と、文

章記述による評価の両方について、各領域で想定される評価規準や方法、場面等をい

くつか挙げて話し合った。その中で、土佐清水市の大きな地図に活動の様子を書き込

んだり、写真を貼ったりして、学習の成果物として残せるようにするアイデアが出さ

れた。 

「清水学際Ⅰ」の年間計画は、前回の検討内容を整理し、①ガイダンス（「学際と

は？」）・高知大学訪問、②「10 人権」、③「９ 産業」前半（データ分析）、④「14 

海」、⑤「15 陸」、⑥「９ 産業」後半（政策づくり）、⑦まとめ・２年のプロジェク

ト選択に向けて、という順番で行うことを再度検討した。 

 

（６）第６回ワーキンググループミーティング 

〇日時：令和６年 9月 18日（水）16:00〜 

    〇主な協議題 

「清水学際Ⅰ」の実施内容や年間計画を再度確認し、年度末にはどういった形で学

習のまとめを行うかも検討した。前回、年間計画の検討の際に、「10 人権」のフィー

ルドワーク（地域のバリアフリー化マップづくり）の実施時期を１月後半にしてはど

うかという提案があり、①ガイダンス（「学際とは？」）・高知大学訪問、②「10 人権」

前半、③「９ 産業」前半（データ分析）、④「14 海」、⑤「15 陸」、⑥「10 人権」

後半、⑦「９ 産業」後半（政策づくり）、⑧まとめ・２年のプロジェクト選択に向け

て、という学習内容の流れを再検討した。新学科の生徒が３学年そろう令和９年度に

は、１年生が「清水学際Ⅰ」の学習内容を発表、２年生が「清水学際Ⅱ」の学習内容を

発表、３年生が総合的な探究の時間の内容と「清水学際Ⅲ」で英語での発表、という

４回の発表の機会を設定することも確認した。 

また、前回から継続している評価方法についても議論した。１年間の評価をつける
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際、各領域の担当がつける評価を平均する方法や、領域ごとに評価をする観点を決め

たり、どの時間にどの観点を見取るのかを決めておいたりする方法が考えられること

などを協議した。 

 

（７）第７回ワーキンググループミーティング 

〇日時：令和６年 11 月５日（火）16:00〜 

    〇主な協議題 

「清水学際Ⅰ」の評価に関する検討事項及び各科目で今後検討する内容を確認した。

評価については、観点別評価や数値による評価にするのか、文章記述にするのかを

次回をめどに決定することとした。 

   

（８）第８回ワーキンググループミーティング 

〇日時：令和６年 12 月４日（水）14:00〜 

    〇主な協議題 

協議継続中であった「清水学際Ⅰ」の評価について、それぞれの評価方法について

整理した。 領域によってペーパーテストを実施することが適する場合と適さない場合

があるが、評定でも文章記述でもどちらでも対応できるだろうという意見や、どうい

った評価の方法をとったとしても、定期的に生徒にフィードバックできるような運用

を考えていくことが重要で、特に生徒との個別の面談が効果的ではないか、という意

見が出された。また、「清水学際Ⅱ・Ⅲ」では、生徒に「自分の目標」を考えさせて、

教員と合意形成していくこともできるのでは、という意見もあった。最終的に、「清水

学際Ⅰ」では、生徒の活動を細かくフィードバックするため、文章での評価とするこ

ととし、「清水学際Ⅱ・Ⅲ」では、活動内容が数値での評価にそぐわないため、文章で

の評価とすることとした。 

      また、３学期にかけて「清水学際Ⅰ」で使用するテキストを検討していくことにつ

いても確認した。 

 

（９）第９回ワーキンググループミーティング 

〇日時：令和７年１月 29日（水）16:00〜 

    〇主な協議題 

今年度中に取り組むべきことを整理し、２月と３月のミーティングで協議すること

を確認した。「清水学際Ⅰ」については、担当者が主体となって２月に学習内容や外部

講師の選定などを含めた年間計画を作成し、３月のミーティングで協議することとし

た。「清水学際Ⅱ」については、２月のミーティングで今一度プロジェクトの内容につ

いて整理することとした。 
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Ⅴ 実践報告Ⅱ「１年生総合的な探究の時間 活動報告」 
 

１ 目標 

探究における思考法、手法等について理解を深め、地域の課題について探究を行う。 

２ 年間の活動内容 

 別紙１参照 

３ 具体的な取組活動 

（１）１学期の取組 

高知大学を訪問して「探究活動とはどのようなものか」や「問いを持つこと」につい

て体験的に学習した後、探究学習のサイクルや手法を学んだ。その後、地域の魅力や課

題を考える活動において「陸」と「海」の 2 つの分野について、その現状を知る機会と

して、外部講師を招聘した。１学期は「陸」の分野について講師から講話をしていただ

いた。詳細を以下に記す。 

 

〇外部講師講話 

目的：土佐清水市の現状や課題等について、各分野の担当者や取組を推進している方

から直接話を聞くことで、その実際を知る。また、聞いた内容をもとに新たな

問いを立てたり、自分にできることを考えたりする機会とする。 

日程及び講師 講話① 

      令和６年６月 17日（月）７限 総合的な探究の時間 

      15:30～16:05 「清水は自然が豊か？豊かさとは？」 

講師：環境省土佐清水保護管事務所 小林皆登 氏 

      16:05～16:15 質疑応答 

      16:15～16:20 生徒振り返り 

 

日程及び講師 講話② 

      令和６年６月 24日（月）７限 総合的な探究の時間 

      15:30～16:05 「豊かさを守るために大切なこと」 

講師：環境省土佐清水保護管事務所 小林皆登 氏 

      16:05～16:15 質疑応答 

      16:15～16:20 生徒振り返り 

 

生徒の振り返りより（原文ママ） 

ア【講話①を聞いて、新たに発見したこと】 

・以前は「人の手が加えられていない状態」が“自然豊か”だと思っていたけど、人

の手が加えられていることで生態系が守られていたり、その場所自体を守ること

ができているということを知りました。 

・豊かな自然には原生自然、二次的自然があることを知りました。自分たちの生活

は常に自然と関わり合っているということに改めて気づくことができました。周

りにある自然を大切に守り続けていけるようにしたいと思いました。 

【講話①を聞いて、疑問に思ったこと】 

・人の手が加えられすぎてしまうと逆に自然というものにどのような影響がでるの

か。 

・もし 1 つの生物が絶滅してしまったとして、代用ができない生物はどれくらいい

るのか。 

・陸の自然と海の自然は変化の仕方が違っているのはなんでか。 

 

イ【講話②を聞いて、新たに発見したこと】 

・清水は沖縄や他の県に比べて、海が綺麗で魚もおいしいということが知れたし、

他にはない唯一清水が持っている魅力だから、これからも守り続けていきたいと
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思いました。 

・自然を守るための大事な行動５つ（味わう、ふれる、伝える、守る、選ぶ）を少し

ずつ実践していくことで、少しでも変えていけることがあると思うので、日常生

活の中で意識して行動していきたいと思いました。 

・改めて清水はきれいな場所だと実感しました。人の手が加わっていない訳ではな

いけど、人の手によって守られてきた自然が清水にはたくさんあるとわかりまし

た。 

【講話②を聞いて、疑問に思ったこと】 

・海の生き物の中でサンゴのように、温度が上昇することに対応できない生物はお

よそどれくらいの割合でいるのか。 

・自然の中で生きることで、なぜストレスが改善されたり、がんを攻撃する物質が

強化されるのか。 

・環境が変化することで生物が適応するにはどれくらいの期間が必要なのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）２学期の取組 

     １学期の「陸」の外部講師講話に引き続き、「海」の分野における地域の魅力や課題、

現状について外部講師講話をしていただいた。その後「陸」と「海」の講話を聞き、生徒

たちの疑問や興味をもとに 13 班に分かれてそれぞれのテーマに沿って探究活動に取り

組んだ。 

 

〇外部講師講話 

目的：土佐清水市の現状や課題等について、各分野の担当者や取組を推進している方

から直接話を聞くことで、その実際を知る。また、聞いた内容をもとに新たな

問いを立てたり、自分にできることを考えたりする機会とする。 

日程及び講師 講話① 

     令和６年９月９日（月）７限 総合的な探究の時間 

     15:30～16:05 「土佐清水の漁業の現状と問題①」 

             講師：高知県水産振興部土佐清水漁業指導所 渡邉 実紗 氏 

     16:05～16:15 質疑応答 

     16:15～16:20 生徒振り返り 

高知大訪問学習の様子 

「陸」分野の外部講師講話の様子 

Riku  

の様子 
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・環境が変化することで生物が適応するにはどれくらいの期間が必要なのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）２学期の取組 

     １学期の「陸」の外部講師講話に引き続き、「海」の分野における地域の魅力や課題、

現状について外部講師講話をしていただいた。その後「陸」と「海」の講話を聞き、生徒

たちの疑問や興味をもとに 13 班に分かれてそれぞれのテーマに沿って探究活動に取り

組んだ。 

 

〇外部講師講話 

目的：土佐清水市の現状や課題等について、各分野の担当者や取組を推進している方

から直接話を聞くことで、その実際を知る。また、聞いた内容をもとに新たな

問いを立てたり、自分にできることを考えたりする機会とする。 

日程及び講師 講話① 

     令和６年９月９日（月）７限 総合的な探究の時間 

     15:30～16:05 「土佐清水の漁業の現状と問題①」 

             講師：高知県水産振興部土佐清水漁業指導所 渡邉 実紗 氏 

     16:05～16:15 質疑応答 

     16:15～16:20 生徒振り返り 

高知大訪問学習の様子 

「陸」分野の外部講師講話の様子 

Riku  

の様子 
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日程及び講師 講話② 

     令和６年９月 30日（月）７限 総合的な探究の時間 

     15:30～16:05 「土佐清水の漁業の現状と問題②」 

             講師：高知県水産振興部土佐清水漁業指導所 石川 徹 氏 

     16:05～16:15 質疑応答 

     16:15～16:20 生徒振り返り 

 

  生徒の振り返りより（原文ママ） 

  ア【講話①を聞いて、新たに発見したこと】 

・清水は魚が有名なのに、なんでとれる量が少なくなっているんだろうと思ったけ

ど、高齢化とか海の変化とかサメなど問題があるんだなあと思いました。 

・清水は黒潮のそばにあるから好漁場であるらしくて、それが清水の素敵な魅力だ

と思いました。 

【講話①を聞いて、疑問に思ったこと】 

・魚にとっての１度の海水温の変化って人にとってどれくらいか。 

・ちょっと暖かい海が好きな魚が気候変動により、土佐清水市でとれやすくなった

という話があったけど、すごく暖かい海が好きな魚がとれやすくなるというのは

ないのか。 

・サメが増えて魚が減っているのか。それならなぜサメが増えているのでしょうか。 

 

イ【講話②を聞いて、新たに発見したこと】 

・サメが増えているわけではなく、目立っているだけということを知りました。「駆

除すればいい」と言っているけど、たくさん方法があってびっくりしました。有

効な方法を思いつけばいいなと思いました。 

・サメは増えているわけではない、サメは絶滅が危惧されている種類が多い。 

・サメのさらなる可能性がみえた回でした。サメは自分たちにとって危険で怖い存

在ですが、仲良く共生できる未来もあるのかなと思いました。 

・サメも生きるために魚を食べているわけなので、サメを駆除するのはあまり気が

進みません。せめて、忌避という形でサメが来ないようにする方がよいと思いま

す。 

    【講話②を聞いて、疑問に思ったこと】 

・サメの被害で一番多かった（食べられた）魚は何ですか。 

・サメの種類によって駆除のしやすさや対策の効果に違いはあるか。 

・サメをおいしく食べられる方法はないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「海」分野の外部講師講話の様子 
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探究テーマ一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）３学期の取組 

    ２月上旬に学年発表会を実施予定である。学年発表会後には、クラスメイトや、参観し

ていた教員及び地域コーディネーターからのコメントをもとに、２月下旬の校内発表会で

発表するグループを選出する予定である。 

 

 

 

 

 

学年発表会のスライド＜９班 生物多様性＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

班 人数 テーマ 班 人数 テーマ 

１ ３ サメの部位別の有効活用 ８ ３ 種の保存 

２ ３ サメの有効活用 ９ ３ 生物多様性 

３ ４ 海洋環境の美化 10 ４ サメ被害対策 

４ ３ 海洋環境の変化 11 ３ 有効なサメ被害対策 

５ ４ サメの調理 12 ３ 空気のおいしさと健康 

６ ３ 漁獲量の減少 13 ３ 自然と人の関わり 

７ ３ オニヒトデ対策 
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  ＜５班 サメの調理＞ 
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４ 成果と課題 

   地域の現状や課題などを聞く機会を得たことや、自分たちで考えたテーマで探究活動を進

めていく中で、地域についての理解が進んだ。また、「陸」と「海」の講話でそれぞれ事前学

習の時間を設定することで、これまでに学んだことや予備知識を振り返ることができ、講話

内容をより深く理解できた。事後学習では講話内容をまとめ、グループワークを交えながら

生徒それぞれの興味関心を探る時間を設けた。課題は、深めていきたい問いを設定した後の

グループワークの時間を多く設けることができなかったことである。情報収集では複数の情

報を比較したり、併用したりするなどの時間的猶予がなく、１つの情報収集手段での活動に

なった。また、１学期に「陸」の分野の学習を、２学期に「海」の分野の学習を設定したた

め、生徒たちがテーマ設定をするときは、直前に学習をした「海」分野の記憶が新しく、設

定するテーマが「海」の分野に偏ってしまった。テーマ設定の前に、「陸」の学習も振り返る

時間を設けるべきであった。２年次は、この１年間の学びを活かして探究活動を深めていけ

るよう、生徒も担当教員も振り返りを行い次年度に引き継ぎたい。 
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年間の活動内容 

 

 日付 内容 備考 

１
学
期 

1 4 月 15 日 オリエンテーション 「探究とは？」 

2 4 月 22 日 
高知大訪問 

事前学習 

なぜ探究を学ぶのか、探究によって身に付けることの

できる力を理解する 

3 4 月 26 日 高知大学訪問 
高知大学：講義「探究とは何か。なぜ探究が必要なの

か」 

4 5 月 13 日 
訪問学習振り返り・探究学

習の進め方 

・4/26 訪問学習振り返りの共有 

・問いの立て方 

5 6 月 3 日 探究学習の進め方 情報収集の方法 

6 6 月 10 日 事前学習（陸） 地域の陸の産業について知る 

7 6 月 17 日 
陸の豊かさも守ろう 

【外部講師講話①】 

環境省保護官 小林氏 

「清水は自然が豊か？豊かさとは？」 

8 6 月 24 日 
陸の豊かさも守ろう 

【外部講師講話②】 

環境省保護官 小林氏 

「豊かさを守るために大切なこと」 

9 7 月 1 日 事後学習（陸） 講話内容のまとめ、疑問に感じたこと 

10 7 月 18 日 １学期振り返り 
・１学期の振り返り 

・夏休みに向けて 

２
学
期 

 
 

11 9 月 2 日 事前学習（海） 
高知県の漁業の特色を知る 

各地域の漁業法や漁獲量を調べる 

12 9 月 9 日 
海の豊かさを守ろう 

【外部講師講話①】 

土佐清水漁業指導所 渡邉氏 

「土佐清水の漁業の現状と問題①」 

13 9 月 30 日 
海の豊かさを守ろう 

【外部講師講話②】 

土佐清水漁業指導所 石川氏 

「土佐清水の漁業の現状と問題②」 

14 10 月 7 日 事後学習（海） 講話内容のまとめ、疑問に感じたこと 

15 10 月 21 日 問いの設定 ・グループで問い、仮説の設定 

16 10 月 28 日 情報収集 ・グループ別活動 

17 11 月 11 日 情報収集 ・グループ別活動 

18 11 月 18 日 情報収集 ・グループ別活動 

19 11 月 25 日 情報収集 ・グループ別活動 

 

３
学
期 

 
 

20 12 月 9 日 整理・分析 ・情報収集した内容をまとめる 

21 1 月 20 日 発表資料作成 
・発表用スライド作成（盛り込むべき内容や流れは生

徒に考えさせる） 

22 1 月 27 日 発表資料作成  

23 2 月 3 日 学年発表 
（１班５分、質疑応答２～３

分） 

・グループごとに発表・聞き手のフィードバックは

google form で回答させる 

・自分たちの発表の振り返りの記入 24 2 月 10 日 

25 2 月 20 日 探究発表会   

26 3 月 12 日 ２年次に向けて   
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Ⅵ 実践報告Ⅲ「２年生総合的な探究の時間 活動報告」 
 

１ 目標 

第 1 目標 

 探究の見方・考え方を働かせ，横断的・総合的な学習を行うことを通して，自己の在り方生

き方を考えながら，よりよく課題を発見し解決していくための資質・能力を次のとおり育成す

ることを目指す。 

（1）探究の過程において，課題の発見と解決に必要な知識及び技能を身に付け，課題に関わる

概念を形成し，探究の意義や価値を理解するようにする。 

（2）実社会や実生活と自己との関わりから問いを見いだし，自分で課題を立て，情報を集め，

整理・分析して，まとめ・表現することができるようにする。 

（3）探究に主体的・協働的に取り組むとともに，互いのよさを生かしながら，新な価値を創造

し，よりよい社会を実現しようとする態度を養う。 

（高等学校学習指導要領（平成３０年告示）より引用） 

 

各学校において定める総合的な探究の時間の目標 

 1 年次において探究の基礎、手法を学び、身近な課題を見つけ探究を行う。そのうえで地域、

日本、世界と視野を広げて探究課題を設定する。２年次には１年次に設定した課題に対して、

学んできた探究手法を用いて実践し、発信する。３年次にはこれまで探究したことを活かして

自らの進路を考え、その実現に向けた主体的な活動を行う。 

 以上の取組を通じて、様々な困難に対し自ら克服できるような社会性や人間力を養い、将来

地域の核となり、土佐清水のみならず社会全体を支えていける、確かな学力と豊かな社会性を

持った人物を育成する事を目標とする。 

 

 上記学習指導要領の目標および各学校において定める総合的な探究の時間の目標をもとに、前

年度の反省を踏まえ以下のように学年団独自に生徒に身に付けさせたい目標を具体化・整理した。 

知識・技能 思考・判断・表現 学びに向かう力 

課課題題発発見見力力  

日常生活から学問的な問いや

社会的な課題を引き出すこと

ができる。 

科科学学的的なな思思考考方方法法  

適切な問い、仮説、検証を設定

することができる。 

調べ学習と探究活動の違いを

理解できている。 

領領域域分分野野にに関関すするる知知識識・・概概念念

形形成成  

自分が探究した領域・分野に

関する知識を概念として形成

できている。 

批批判判的的思思考考力力  

情報を鵜吞みにせず、自分で

考える力が身に付いている。 

多多角角的的・・客客観観的的内内省省  

科学的な根拠や視点をもって

自らの探究活動（判断）を内省

的に捉え返すことができる。 

論論理理的的表表現現力力  

探究したことを視覚的に構造

化して発表資料に落とし込む

ことができる。 

事実の羅列ではなく、因果関

係や理由と根拠などを意識し

た原稿を作成することができ

る。 

貫貫徹徹精精神神  

自らを俯瞰的に眺めながら、

最後まで考え続けている。 

他他者者ととのの協協働働  

敬意をもって他者を受容しな

がら協働できる。 

当当事事者者意意識識  

地域・社会の構成員としての

自覚を持ち、地域・社会に貢献

しようとしている。 
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３ 年間の活動内容（資料１参照） 

 

４ 具体的な取組活動 

（１）１学期の取組 

1学期においては、前年度の活動を振り返り、探究活動のサイクルを再確認した上で、

各自が興味を持つ分野について調査を実施した。先行研究を参照し、関連する知識を深

めるとともに、新たな問いを設定し、その内容を段階的にブラッシュアップする取り組

みを進めた。なお、問いの設定に課題を抱える生徒に対しては、教員との個別面談を実

施し、適切な助言を行った。 

設定した問いに基づき仮説を立て、これからの探

究計画を立案した。その際、企画書を作成すること

で各自の活動方針と計画を明確化した。さらに、探

究の問いおよび仮説が具体化した段階で、本校の地

域コーディネーターである二宮真弓氏に協力を依

頼し、生徒の探究テーマに関連する地域の方々を選

定していただいた。夏休みには、選定いただいた地

域の方々へのインタビューや現地調査といったフ

ィールドワークを実施し、現地で得た知見を探究活

動に反映させた。 

 

（２）２学期の取組 

10 月には、1 学期に立てた探究計画と夏休みに実

施したフィールドワークをもとに中間発表を行っ

た。この発表では、それぞれの探究活動を共有し質

疑応答に対応する中で、物事を多角的に捉える視点

を養い、新たな問いを見出すとともに、探究の方向

性を見直す機会とした。 

中間発表で明らかになった課題を基に、さらなる

調査分析を進めた。そして、２学期末からは年度末

に行う学年発表会に向けて、データを構造的に整理

することを重視しながら、発表資料（Googleスライ

ド）の作成に取り組んだ。 

 

 

（３）３学期の取組 

１月の学年発表会において代表選考を行い、２月に代表者による校内発表会を行う。

学年発表では全 21テーマから本校管理職による推薦１、本校地域コーディネーターによ

る推薦１、学年団教員による推薦１、生徒投票による選考１の合計４テーマを代表とし

て選考する予定である。 

（生徒の課題設定・学年末発表の発表タイトル/探究の問いについては資料２参照） 
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５ 成果と課題 

   今年度の探究活動では、生徒自身の興味や関心を出発点としてテーマを設定したことで、

前年度以上に高いモチベーションを持って取り組む姿が見られた。また、探究のプロセスに

おいては、本校の地域コーディネーターである二宮真弓氏から地域の方々を紹介していただ

いたことで、外部との連携が円滑に進み、地域の方々からの刺激を受けた生徒たちの活動は

一層活発化した。 

２学期初頭に中間発表会を実施したことは、アウトプットの場を通して探究の方向性を見

直す機会となっただけでなく、情報を効果的に発信するスキルの向上にもつながった。 

一方で、解決すべき課題も明らかになった。外部との連携が構築できない生徒や、探究計

画の作成が思うように進まず、活動の初動が遅れた生徒については、方向性の調整が難航し、

満足のいく結果を得られないケースもあった。また、「社会に貢献する」という目的意識を強

く持つあまり慎重になりすぎて、テーマ設定に苦戦する生徒がいたことも課題の一つである。

さらに、主体的に活動し続けた生徒と、モチベーションを保てず苦戦した生徒との間で成果

に差が生じたことも見過ごせない点である。こうした課題の背景には、以下の要因があると

考えられる。 

・探究活動のゴールイメージを共有する場が不十分であったこと 

・効果的な調査方法を明示できなかったこと 

・「探究を通じて地域や社会をより良くできる」という実感を生徒に持たせることが十分で

なかったこと 

今後の取り組みとしては、探究の問いを設定した後にゴールイメージを共有する機会を充

実させることが必要である。また、総合的な探究の時間だけでなく、日常的な教育活動の中

で、生徒が「社会の一員として主体的に関わる」意識を育むことが重要であると考える。加

えて、外部との連携をより継続的に行うとともに、過年度の探究活動の成果や経験を生徒・

教員が共有し蓄積できる仕組みを構築することが求められると感じた。総合的な探究の時間

の運用方法を組織的に整えることで、生徒全員が主体的に探究活動に取り組み、より深い学

びを得られる環境を目指していきたい。 

 

 

 

 

【生徒の成果物と展示の様子】 

フォトラリーで観光発信『高校生が選んだおすすめの観光地』 
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生徒の学年末発表資料① 

『地元の昔話で絵本作成』（一部抜粋） 
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生徒の学年末発表資料②  『土佐清水市の人口増加に向けて』（一部抜粋） 
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生徒の学年末発表資料②  『土佐清水市の人口増加に向けて』（一部抜粋） 
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年間の活動内容  

 日付 内容 

１
学
期 

1 4月 15 日 昨年度の振り返り、テーマ設定、問いについて 

2 4月 22 日 課題設定①（論文検索、探究テーマについて） 

3 5月 13 日 課題設定②（教員との面談） 

4 6月 3日 課題設定③（教員との面談） 

5 6月 10 日 企画書作成① 

6 6月 17 日 企画書作成② 

7 6月 24 日 企画書作成③ 

8 7月 1日 夏休みの計画作成① 

9 7月 18 日 夏休みの計画作成② 

 10 夏休み フィールドワーク・調査・実験 

２
学
期 

 

11 9月 2日 夏休み活動報告・中間発表準備① 

12 9月 9日 中間発表準備② 

13 9月 30 日 中間発表準備③ 

14 10月 7日 中間発表① 

15 10月 21 日 中間発表② 

16 10月 28 日 中間発表③・振り返り 

17 11月 11 日 追加の調査・検討①（計画） 

18 11月 18 日 追加の調査・検討②（修正） 

19 11月 25 日 追加の調査・検討③（実践） 

３
学
期 

20 12月 9日 追加の調査・検討④（実践）・学年末発表準備 

21 冬休み フィールドワーク・調査・実験・学年末発表準備  

22 1月 20 日 学年末発表① 

23 2月 3日 学年末発表② 

24 2月 10 日 学年末発表③ 

25 2月 20 日 探究成果発表会 

26 3月 １年間の振り返り 

  

 

 

資料１ 
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生徒の課題設定・学年末発表の発表タイトル/探究の問い（仮説） 

 発表タイトル 探究の問い（仮説） 

１ AIと医療 将来の医療界に AIがどのように関わってくるのか 

２ 写真で地域おこし 観光写真にはどのような写真が適切なのか 

３ ゲーム依存症について ゲーム依存症を解決するためには 

４ 美容とジェンダーの関わり 
男性がメイクをすることに違和感を抱く人は少ないが、

実際にメイクをしている人が少ないのはなぜか 

５ 昆虫食について なぜ昆虫食は普及しないのか 

６ 写真とイラストで観光発信 工夫したイラストはどれくらい人の目にとまるのか 

７ 土佐清水市の歴史で絵本作成 
絵本を用いることで地元に興味を持ってもらえるので

はないか 

８ 
ノンバーバルコミュニケーショ

ンについて 

言葉がなくてもうまくコミュニケーションをとれるの

か 

９ 美容と心理学 美容行為が心理や行動にどんな影響を与えるのか 

10 みやむら 活性化 
Instagram を活用することでお店に来てくれる人が増

えるのではないか 

11 
円滑なコミュニケーションを図

るには 

緊張せずに他者とコミュニケーションを図れるように

なるためには 

12 AIとこれからの世の中 
元々あったものが現代技術によって衰退し、必要なくな

ることは仕方ないのではないか 

13 土佐清水市の人口増加に向けて どういう取り組みをすれば人口を増やせるのか 

14 特産品を使ってお菓子作り 
観光客に興味を持ってもらうためにはどうすればよい

か 

15 趣味とお金の関わり 趣味にお金をかけることについてどう思っているか 

16 
UD を活用したみんなが楽しめる

水族館 

誰もが魚について楽しんで学べる場所になるために必

要なこととは 

17 進路の決め方 自分に合った進路の決め方とは 

18 生活とお弁当 食に関する職業に必要なこととは 

19 高く跳べるようになりたい 好きなことと向き合うこと、まだまだ挑戦している途中 

20 理想のリーダーになるためには どうすればみんなを支え、引っ張っていけるのか 

21 
誰もが安心して楽しめるユニバ

ーサルデザイン 

ユニバーサルデザインを考えることで安心した施設を

提供できるのではないか 

 

資料２ 
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生徒の課題設定・学年末発表の発表タイトル/探究の問い（仮説） 

 発表タイトル 探究の問い（仮説） 

１ AIと医療 将来の医療界に AIがどのように関わってくるのか 

２ 写真で地域おこし 観光写真にはどのような写真が適切なのか 

３ ゲーム依存症について ゲーム依存症を解決するためには 

４ 美容とジェンダーの関わり 
男性がメイクをすることに違和感を抱く人は少ないが、

実際にメイクをしている人が少ないのはなぜか 

５ 昆虫食について なぜ昆虫食は普及しないのか 

６ 写真とイラストで観光発信 工夫したイラストはどれくらい人の目にとまるのか 

７ 土佐清水市の歴史で絵本作成 
絵本を用いることで地元に興味を持ってもらえるので

はないか 

８ 
ノンバーバルコミュニケーショ

ンについて 

言葉がなくてもうまくコミュニケーションをとれるの

か 

９ 美容と心理学 美容行為が心理や行動にどんな影響を与えるのか 

10 みやむら 活性化 
Instagram を活用することでお店に来てくれる人が増

えるのではないか 

11 
円滑なコミュニケーションを図

るには 

緊張せずに他者とコミュニケーションを図れるように

なるためには 

12 AIとこれからの世の中 
元々あったものが現代技術によって衰退し、必要なくな

ることは仕方ないのではないか 

13 土佐清水市の人口増加に向けて どういう取り組みをすれば人口を増やせるのか 

14 特産品を使ってお菓子作り 
観光客に興味を持ってもらうためにはどうすればよい

か 

15 趣味とお金の関わり 趣味にお金をかけることについてどう思っているか 

16 
UD を活用したみんなが楽しめる

水族館 

誰もが魚について楽しんで学べる場所になるために必

要なこととは 

17 進路の決め方 自分に合った進路の決め方とは 

18 生活とお弁当 食に関する職業に必要なこととは 

19 高く跳べるようになりたい 好きなことと向き合うこと、まだまだ挑戦している途中 

20 理想のリーダーになるためには どうすればみんなを支え、引っ張っていけるのか 

21 
誰もが安心して楽しめるユニバ

ーサルデザイン 

ユニバーサルデザインを考えることで安心した施設を

提供できるのではないか 

 

資料２ 
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Ⅶ 実践報告Ⅳ「３年生総合的な探究の時間 活動報告」 
 

１ 目標 

  ２年次までの探究の成果を論文としてまとめる活動や、進路実現に向けた活動を通して、自

らの学びを知識として概念化したり、批判的思考力・論理的表現力等を身に付けたりする。 

 この目標をもとに、生徒には「具体的な姿」として以下のように示した（一部抜粋）。 

 

 

観点 
身につけたい

こと 
具体的な姿 

知識 

技能 

文章表現に 

関する知識 

・論文の構成や引用の方法、要約の方法が分かっている。 

・面接における話し言葉のルールが分かっている。 

探究内容に 

関する知識 

・探究のプロセスで得た情報や考えたことを他の場面でも使える「知識」

として獲得している。 

・探究活動を有意義なものとして捉えている。 

思考 

判断 

表現 

論理的に表現

する力 

・一貫性のある内容を書く／話すことができている。 

・文章の無駄なところと必要なところを判断して表現に活かせている。 

批判的に思考

する力 

・主張や根拠の妥当性を判断することができている。 

・読んだものや聞いたことに対して、それをさらに深める問いを持つこと

ができている。 

客観的に分析

する力 

・収集した情報からどのようなことが言えるかが分かったり、課題を見出し

たりすることができている。 

・データを適切な種類のグラフや表で表すことができている。 

主体的

に学習

に取り

組む態

度 

やり抜こうと

する姿勢 

・最後まであきらめずに自律的に取り組むことができている。 

・自分で論文執筆や面接練習の進捗管理ができている。 

自分事にしよ

うとする姿勢 

・探究したことを地域や社会でどう活かすことができるか考えている。 

・他の人の面接練習に積極的に協力している。 

 

２ 年間の活動内容 

 １学期は論文執筆の作法について学びながら２年次までの探究内容を研究論文としてまとめ

る活動に取り組み、２・３学期は進路実現に向けた活動として面接練習に取り組んだ後、その

活動内容や３年間の進路活動等を資料にまとめて発表する活動に取り組んだ。詳細は資料１参

照。 

 

３ 具体的な取組活動 

（１）研究論文執筆（１学期） 

年度当初は、２年次の活動を振り返りな  

がら、問い・仮説・検証・結果を文章にまとめ

直すことで、研究論文の基礎を作る作業を行っ

た。続いて、研究論文の基本的な構成や引用の

仕方について学習した。その際、探究活動の過

程で参照した学術論文だけでなく、高知県電子

図書館に掲載されている高知県内の高校生の

論文や、教員の大学時代の卒業論文集等を参考

にした。教員や同年代・同地域の高校生という

身近な存在の論文を参考にすることは、研究論

文執筆の動機付けとしても有効に作用した。 
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執筆の際の授業は、前半 15 分程度でタイトルの付け方や要約の仕方等の説明を行い、

後半の時間で各自論文執筆に取り組むという流れで行った。執筆に際しては、３年生 48

名を学年団の教員６名で１人当たり８名の生徒を担当し、適宜助言や添削を行う形で進

めた。 

 

（２）進路探究（２・３学期） 

２学期は「進路探究」として、進路実現に向けた活動として面接練習を行った。面接

シートの作成から実際の面接練習までを、課外の自主的な活動と並行しながら行った。

授業では面接される側だけでなく、面接する側を体験することも取り入れた。面接官を

体験することで、聞き取った内容を自分の中で再構成する力や、それをもとに質問する

力の育成を図った。また、面接官役を行うことは、早期に受験が終了した生徒の役割と

しても機能した。 

11 月以降は受験が終わった生徒から順

次、「進路探究のまとめ」として、高校３年

間を「進路」を切り口にして振り返り、発表

用の資料にまとめる活動に入った。その際、

３年間の振り返りに加え、「どのような大人

になりたいか？」という問いを提示し、自身

の将来についても語らせることとした。計３

時間を資料作成の授業とし、12 月に６教室

に分かれて発表を行った。 

 

（３）成果物 

ア 執筆した研究論文は全てをまとめて研究論文集とし  

て製本し、生徒の他、関係各所へ配付した。 

（資料２，３） 

イ 公開をすることを許可した生徒の研究論文は、高知 

県電子図書館に掲載した。現在 18名の研究論文がイ 

ンターネット上で公開されている。 

ウ 進路探究のまとめは Google スライドで作成した。発  

表時間は５分程度、資料のデザインや形式等は自由  

とした。（資料４） 

 

４ 成果と課題 

（１）成果 

・研究論文執筆は、２年次の探究活動を丁寧に言語化す

ることにつながった。その過程で検証結果から新たな視点を見出せたり、考察をさらに

深められたりなど、探究活動を深化させる時間にすることができた。 

・研究論文集の作成や配付、高知県電子図書館への掲載など、成果物を校外に示せたこと

で生徒に達成感を味わわせることができた。また、来年度以降の３年次の生徒が参照で

きるようになったことも、その成果である。 

   ・進路探究は本校で継続的に行ってきた実践である。この取り組みは、本来個々人で行う

面接練習を授業時間に行うことで、生徒同士が協働的に学ぶ時間にすると同時に、練習

し合うことで、お互いのことをより深く知る時間にもすることができている。 

 

 

（２）課題 

・研究論文の構成や引用・参考文献の示し方については指導を徹底することができず、生

徒間で仕上がりにばらつきが出てしまった。特に、引用・参考文献の示し方については、

１・２年次に国語科の授業での既習事項であったにもかかわらず、規定通りに書くこと

ができなかった生徒が散見されたため、指導方法を大幅に改善する必要がある。 
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執筆の際の授業は、前半 15 分程度でタイトルの付け方や要約の仕方等の説明を行い、

後半の時間で各自論文執筆に取り組むという流れで行った。執筆に際しては、３年生 48

名を学年団の教員６名で１人当たり８名の生徒を担当し、適宜助言や添削を行う形で進

めた。 

 

（２）進路探究（２・３学期） 

２学期は「進路探究」として、進路実現に向けた活動として面接練習を行った。面接

シートの作成から実際の面接練習までを、課外の自主的な活動と並行しながら行った。

授業では面接される側だけでなく、面接する側を体験することも取り入れた。面接官を

体験することで、聞き取った内容を自分の中で再構成する力や、それをもとに質問する

力の育成を図った。また、面接官役を行うことは、早期に受験が終了した生徒の役割と

しても機能した。 

11 月以降は受験が終わった生徒から順

次、「進路探究のまとめ」として、高校３年

間を「進路」を切り口にして振り返り、発表

用の資料にまとめる活動に入った。その際、

３年間の振り返りに加え、「どのような大人

になりたいか？」という問いを提示し、自身

の将来についても語らせることとした。計３

時間を資料作成の授業とし、12 月に６教室

に分かれて発表を行った。 

 

（３）成果物 

ア 執筆した研究論文は全てをまとめて研究論文集とし  

て製本し、生徒の他、関係各所へ配付した。 

（資料２，３） 

イ 公開をすることを許可した生徒の研究論文は、高知 

県電子図書館に掲載した。現在 18名の研究論文がイ 

ンターネット上で公開されている。 

ウ 進路探究のまとめは Googleスライドで作成した。発  

表時間は５分程度、資料のデザインや形式等は自由  

とした。（資料４） 

 

４ 成果と課題 

（１）成果 

・研究論文執筆は、２年次の探究活動を丁寧に言語化す

ることにつながった。その過程で検証結果から新たな視点を見出せたり、考察をさらに

深められたりなど、探究活動を深化させる時間にすることができた。 

・研究論文集の作成や配付、高知県電子図書館への掲載など、成果物を校外に示せたこと

で生徒に達成感を味わわせることができた。また、来年度以降の３年次の生徒が参照で

きるようになったことも、その成果である。 

   ・進路探究は本校で継続的に行ってきた実践である。この取り組みは、本来個々人で行う

面接練習を授業時間に行うことで、生徒同士が協働的に学ぶ時間にすると同時に、練習

し合うことで、お互いのことをより深く知る時間にもすることができている。 

 

 

（２）課題 

・研究論文の構成や引用・参考文献の示し方については指導を徹底することができず、生

徒間で仕上がりにばらつきが出てしまった。特に、引用・参考文献の示し方については、

１・２年次に国語科の授業での既習事項であったにもかかわらず、規定通りに書くこと

ができなかった生徒が散見されたため、指導方法を大幅に改善する必要がある。 
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・生徒が研究論文執筆に使用した Google ドキュメントは段組み等の調整ができないため、

誤字脱字の確認等をさせることしかできず、ほとんどの校正作業を教員が行うことにな

ってしまった。またその結果、研究論文集完成の時期が遅れ、生徒への配付が１月の最

後の授業となった。 

   ・進路探究のまとめは、年間計画の都合上、発表を１時間分しか確保することができず、

各教室８名ずつでの発表となった。もう少し規模を大きくして、より多くの人に向けて

発表できる機会を作ることができれば、教育的効果も高まったのではないかと考える。 

 

年間活動計画 

  日 付 内    容 備考 

１

学

期 

1 4月 15 日 オリエンテーション  

2 4月 22 日 問い・仮説・検証のまとめ直し 担当決定 

3 5月 13 日 根拠の示し方（検証方法・内容の文章化）  

4 6月 3日 
データの示し方 

（検証結果・考察の文章化①） 
 

5 6月 10 日 
参考・引用文献の示し方 

（検証結果・考察の文章化②） 
 

6 6月 17 日 論文執筆①良いタイトルとは？ 
完成した者は担当に

提出→添削 
7 6月 24 日 論文執筆②要約の方法、レイアウト 

8 7月 1日 論文執筆③一次提出  

9 7月 18 日 論文執筆④最終提出 
未完成の場合は夏休

み中に執筆 

２

学

期 

10 9月 2日 進路探究①オリエンテーション 

６グループになるよ

うに進路希望別に分

かれる 

11 9月 9日 進路探究②面接シートの作成  

12 9月 30 日 進路探究③面接シートの作成 

13 10月 7日 進路探究④面接練習 

14 10月 21 日 進路探究⑤面接官をやってみよう 

15 10月 28 日 進路探究⑥面接官をやってみよう 

16 11月 11 日 進路探究のまとめ① 

スライドで作成 17 11月 18 日 進路探究のまとめ② 

18 11月 25 日 進路探究のまとめ③ 

３

学

期 

19 12月 9日 進路探究のまとめ発表会  

20 1月 20 日 ３年間の振り返り 論文集配付 

資料１ 
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令和６年度３年生論文タイトル一覧 

クラス 氏名 論文タイトル ページ 指導教員 

A31  孤独と向き合うために 3 

坂本 

B04  
相手をより理解するために 〜アンケート調査から

わかった相互理解のポイント〜 
4 

A04  人と馬を繋ぐ〜サラブレッドに触れて〜 6 

A10  日焼け止めの研究―価格と効果は比例するのか？― 8 

A16  
化粧が与える心理的影響 

―人はなぜ化粧をするのか― 
9 

A03  情報量と集客数〜人気の観光スポットとは〜 11 

A27  
観光客数を増やすには 

―観光パンフレットにおける情報量の違い― 
13 

A28  
土佐清水市の観光問題 

―インタビューと比較調査による考察― 
15 

B01  
医療的ケア児と関わる上で 

～よりよい看護とはどのようなものか～ 
17 

毛利 

B07  医療的ケア児の未来を探る 19 

B08  
医療的ケア児の今後 ―医療的ケア児にとってより

よい環境とはどのようなものか― 
21 

B09  
医療的ケア児のよりよい看護環境とは―病院と地域

が連携し、当事者の声を聞くことの重要性― 
23 

A17  高知県の塩で新しい料理を作る 25 

A05  
スイ―ツの流行 

―SNS の影響力とグローバル化の役割― 
27 

A06  終わらない流行 29 

A26  スイーツの流行に終わりはないのか 31 

A01  
人を魅了する名作の法則 

―“見たくなる”アニメ・マンガとは― 
33 

山本 

A32  
人を惹きつける漫画・アニメの設定とは 

―アンケート調査で考察― 
36 

B02  唆られるアニメはどんな共通点があるのか？ 39 

B15  アニメの魅力を解剖―人気の秘密に迫る― 42 

A29  何の音楽をいつどんなタイミングで聴くのか 45 

A14  窓と光と心～太陽の光は集中力に関係するのか～ 47 

A25  災害時に役立つキャンプ用品と実録 49 

A30  高校生―長距離走りたがらない―なぜ？ 50 

資料２ 
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資料２ 
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A24  
少子高齢化をどう変えるのか 

―高校生は何を考える？― 
52 

桑田 

A20  
少子化が進む最先端の地域で考える少子高齢化の歯

止め―人口減少の未来をどれだけ見据えるか― 
53 

B03  
土佐清水市の子どもの流出について 

―今、高校生は何を考えているのか― 
55 

B12  
土佐清水の若者流出の原因分析 

―若者は何を求めているか― 
57 

B13  
政治に対する土佐清水市の若者の認知度と人口減少

についての考察 ―政治と若者の結びつき― 
59 

A07  
ストーリー性が伝わる写真 

ストーリーとはなにか？ 
62 

A19  写真と感じる思い ストーリーが伝わるとは？ 63 

A22  写真の魅力について深く知る-ストーリーとは一体？ 65 

A02  日本アニメの影響力 67 

﨑山 

A08  
アニメから学ぶ時代の変化 

〜過去と現在・アニメの規制を通じて〜 
69 

A11  アニメに対する偏見～アニメと世間のつながり～ 71 

A21  
アニメに対する偏見 

〜生徒へのアンケートを添えて〜 
73 

A33  
暴力的描写を含むアニメ視聴に対する親の規制意識

に関する調査 
74 

A12  
高校生のストレスへの対処法 

～清水高校生への調査からの一考察～ 
76 

A18  
日韓呼称選択の不思議 ―仲の良さの違いによって、

相手の呼び方は違ってくるのか― 
78 

A23  
英語力による日韓比較 

―隣国同士で生まれる差の原因とはなにか― 
80 

A13  
持続可能な社会を目指して 

～児童虐待の世代間連鎖がもたらす影響について～ 
83 

森 

B06  
虐待件数の増加 

―世代間連鎖はなぜ繰り返されるのか― 
85 

B10  
負の連鎖を断ち切るために 

―児童虐待の現状を知る― 
87 

B11  
世代間連鎖の社会的構造 

〜法・制度にみる問題の帰属〜 
89 

B05  カッサータを通じて探る土佐清水市の柑橘類の魅力 93 

A09  ウミウシの色―326 種 326色― 95 

A15  ウミウシ―竜串の海をいろとりどりに― 96 

B14  
ウミウシの驚異的世界―土佐清水市の海の生態系に

触れて― 
97 

 

 

 

− 35 −



36 
 

生徒執筆の研究論文（一部抜粋） 
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生徒執筆の研究論文（一部抜粋） 
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負の連鎖を断ち切るためには 
―児童虐待の現状を知る― 

 

高知県立清水高等学校 ３年        

 

 

要要旨旨  

 幼少期に虐待を受けた子どもが大人になった際、自身の子どもに虐待をするという世代間

連鎖が社会問題になっている。この問題について、なぜ虐待の世代間連鎖は繰り返されてし

まうのかという問いを立て、原因を推測した。子どもは親の言動を無意識に学び実行するた

めそれが虐待されているとも気づかず、その子どもの中で常識となってしまうことや、児童

養護施設で暮らす子どもは１８歳になると強制的に出ていかなくてはならないため、社会に

適応できないまま孤立してしまうなど、社会の支援が充実していないことが原因だと仮説を

立てた。検証として警察署や家庭児童相談室の方にお話を聞き仮説があっているのか確かめ

た。虐待の世代間連鎖に直結する検証はできなかったが、話を聞くことで知識と理解をより

深めることができた。 

 

１１．．研研究究動動機機（（問問題題のの背背景景））  

 近年、虐待に関する事件が増えている。

虐待には「身体的虐待」「心理的虐待」

「ネグレクト」「性的虐待」があり、配偶

者に暴力を振るった場合でもそれが子ども

のいる前で行われると子どもに対する心理

的虐待になるなど、完全に分かれているわ

けではなく、重なっている部分も存在す

る。また、高齢者に対してもネグレクトに

当たる「介護・世話の放棄・放任」があ

り、それらは広範囲に及んでいる。子ども

に興味があったため、その中でも児童虐待

に視点を当てて調べることにした。探究の

問いを考えていた当時、幼少期に虐待を受

けた子どもが大人になった際、自身の子ど

もに虐待をする「虐待の世代間連鎖」とい

う言葉がニュースで大きく取り上げられて

いた。調べていくと、親に虐待をされて嫌

な思いをしたことから、親が反面教師とな

り、自身の子どもに対して虐待をしない人

が多い中、２０〜３０％の割合で世代間連

鎖が起きていることが分かった。そこでな

ぜ世代間連鎖が繰り返されるのかという問

いを立て、原因を探り探究することが世代

間連鎖を断ち切ることに繋がるのではない

かと考えテーマを設定した。 

 

２２．．目目的的（（問問いいとと仮仮説説））  

 なぜ世代間連鎖は繰り返されるのかとい

う問いに対して、家庭においては子どもは

親の言動を無意識のうちに学び実行するこ

とで、それらの言動が常識となっているこ

とが原因だと考えた。他の家庭と比較する

機会がないため、虐待を受けたとしてもそ

れが間違っていることと認識しないまま大

人になってしまうと、当たり前のように子

どもにも同じことをしてしまい、その結果

虐待の世代間連鎖が起こってしまう。また

児童養護施設においては、原則１８歳にな

ると強制的に出ていかなくてはならないこ

とも原因であると考える。経済的な支援が

なかったり、偏見があったりと完全に社会

から孤立してしまい、負の連鎖が繰り返さ

れる。そこで、社会の支援が充実していな

いのではないかという仮説を立てた。関係

機関からの話を聞き知識と理解を深め、世

代間連鎖を断ち切るための方策を探ること

を目的とした。 

３３．．検検証証方方法法・・内内容容  

警察署・家庭児童相談室への聞き取り調   

査 

（１）実施機関 ２０２３年８月〜１１   

   月 

 （２）聞き取り内容 

    ・通報の基準 

    ・通報からの流れ 

    ・虐待の増加原因 

        ・虐待の種類 

        ・面前 DVとは 

        ・土佐清水市の現状 
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        ・虐待をする傾向にある人の特徴 

        ・被虐待児の特徴  など 

 

４４．．検検証証結結果果・・考考察察  

 なぜ虐待の世代間連鎖は繰り返されるの

かという問いについて、家庭においては子

どもは親の言動を無意識のうちに学び実行

することで、それらの間違った言動が常識

となっているため、児童養護施設において

は社会の支援が充実していないため、とい

う仮説を立てた。警察署と家庭児童相談室

に話を聞きに行き仮説があっているのか検

証した。虐待をする傾向のある人や被虐待

児の特徴を聞くことで、仮説通りの間違っ

た言動が常識となってしまっていること

や、児童養護施設を出た人に対するアフタ

ーケア不足が原因という答えを導くことが

できた。プライベートパーツやパーソナル

スペースを理解させたり、施設を出た子ど

もが社会に適応できるための支援をするこ

とが必要だと分かった。 

 

５５．．結結論論・・今今後後のの展展望望  

 今回の探究において、立てた仮説が正し

いかどうかを、関係機関から話を聞くこと

で検証することはできたが、児童虐待の世

代間連鎖を断ち切るための検証には至らな

かった。しかし警察署や家庭児童相談室の

話を聞くことで学ぶこともあった。例えば

児童相談所の虐待対応件数は年々増えてお

り一見悪いように見えるが、実際は虐待と

までいかないが些細なことでも通報する人

が増えているということを表している。こ

れは社会全体が児童や問題に対し関心を持

っていることを指し、孤立させないという

点から見てもいい傾向であると考える。制

度をつくったり支援を行う以外にも、一人

ひとりが気にかけ寄り添うことが虐待の世

代間連鎖を断ち切ることに繋がるのではな

いだろうか。 

 
  

 

〈参考・引用文献一覧〉 

・山陽新聞社（2023年 09月 07日 10時 02

分 更新）「児童虐待、最多２１万９千件 

２２年度、「心理的」が６割」         

（https://www.sanyonews.jp/article/144

8233）（2024年 6月 10 日閲覧） 
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        ・虐待をする傾向にある人の特徴 

        ・被虐待児の特徴  など 

 

４４．．検検証証結結果果・・考考察察  

 なぜ虐待の世代間連鎖は繰り返されるの

かという問いについて、家庭においては子

どもは親の言動を無意識のうちに学び実行

することで、それらの間違った言動が常識

となっているため、児童養護施設において

は社会の支援が充実していないため、とい

う仮説を立てた。警察署と家庭児童相談室

に話を聞きに行き仮説があっているのか検

証した。虐待をする傾向のある人や被虐待

児の特徴を聞くことで、仮説通りの間違っ

た言動が常識となってしまっていること

や、児童養護施設を出た人に対するアフタ

ーケア不足が原因という答えを導くことが

できた。プライベートパーツやパーソナル

スペースを理解させたり、施設を出た子ど

もが社会に適応できるための支援をするこ

とが必要だと分かった。 

 

５５．．結結論論・・今今後後のの展展望望  

 今回の探究において、立てた仮説が正し

いかどうかを、関係機関から話を聞くこと

で検証することはできたが、児童虐待の世

代間連鎖を断ち切るための検証には至らな

かった。しかし警察署や家庭児童相談室の

話を聞くことで学ぶこともあった。例えば

児童相談所の虐待対応件数は年々増えてお

り一見悪いように見えるが、実際は虐待と

までいかないが些細なことでも通報する人

が増えているということを表している。こ

れは社会全体が児童や問題に対し関心を持

っていることを指し、孤立させないという

点から見てもいい傾向であると考える。制

度をつくったり支援を行う以外にも、一人

ひとりが気にかけ寄り添うことが虐待の世

代間連鎖を断ち切ることに繋がるのではな

いだろうか。 

 
  

 

〈参考・引用文献一覧〉 

・山陽新聞社（2023年 09月 07日 10時 02

分 更新）「児童虐待、最多２１万９千件 

２２年度、「心理的」が６割」         

（https://www.sanyonews.jp/article/144

8233）（2024年 6月 10日閲覧） 
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